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2.研究の目的と方法 
(1)研究の目的 

説明的文章の読解指導研究では，1980 年代に読み手の主体性を重視した指導論が提出された。読み手

による推論，あるいはそれを踏まえたうえでの批評的な読みへの着目である。 

こうした動きの中，推論的，批評的な読みを柔軟に行うための学力として導入されたのが「読みの目的

の達成に向けて，意識的かつ柔軟に活用される読み方」，すなわち読解方略の概念である。読解方略は宣

言的知識，手続き的知識，条件的知識という三つの知識の総体として成立するものであり，「意識性」や

「選択性」，「統合性」の階梯的性質を持つ点に特徴がある。とりわけ，条件的知識は「選択性」と「統合

性」を担う知識であり，その意味で方略概念にとって本質的かつ不可欠な知識である。推論的，批評的な

読みを柔軟に行うためには，目的や状況に応じて柔軟に方略を活用する「方略的読み」を遂行できること

が必要であり，そのための知識が条件的知識ということになる。 

読解方略の具体，学習論と指導論，カリキュラムの構築という三つの観点から説明的文章指導研究の展

開を概観した場合，そこには次のような成果と課題が見られる。 

一点目は，読み方の特定と拡張が見られることである。説明的文章の読み方には，読解指導と読み手の

言語生活との接続を図る動きや，社会の要請に応える動きの中で特定されてきたものもあるが，その中

心は，読みの対象となる「論理」概念を捉え直す動きの中で特定されてきたものである。ただし，これら

を方略概念の観点から見ると，読み方が独立で列挙されるに留まっている。では，これまで特定されてき

た読み方を方略として捉え直した場合，条件的知識はどのような知識として記述されるのか。読み手が

抱く目的との関係や，一連の読解過程における位置づけの観点から検討される必要がある。 

二点目は，読解方略の学習論と指導論が現実的な教室の水準で構築されていることである。国語科教育

学では 1990 年代中頃に方略概念が導入されて以降，学習者の認知構造に注目が集まり，方略の学習過程

がモデル化されてきた。また，1980 年代に提出された指導論は，2000 年代に入って読解方略の指導論と

して捉え直されてきた。しかしながら，これらは手続き的知識に焦点を当てたものとなっており，条件的

知識を含んだ形での方略の学習と指導の問題は論じられていない。授業実践の水準では条件的知識の学

習に達したと思われるものも散見されるが，その指導は単元を一貫したものとはなっていない。では，条

件的知識の学習を説明する理論モデルとはどのようなものであり，現実的な読み手は条件的知識をどの

ような過程で学習するのか。指導法の有効性についても，これらを基盤として実証される必要がある。 

三点目に，「計画としてのカリキュラム」と「学びの履歴としてのカリキュラム」との「総体」として

のカリキュラムの構築が，読解方略指導の領域で見られることである。読み方同士の間に系統性を打ち

立てるのは，計画の側面への着目である。これらの知見を踏まえて継続的な授業実践を行い，カリキュラ

ムへ結びつける研究も見られる。その一方，これらの展開を方略概念の観点から見ると「選択性」と「統

合性」は視野に入れられていない。条件的知識の観点を含んだ形での読解方略指導のカリキュラムは，ど

のようなものか。系統性を基盤に据えるとともに，具体的な授業実践を通して構築される必要がある。 

 以上を踏まえ，本研究では次の 5 点の研究課題を設定した。 

  ①「論理」の「方略的読み」で活用される条件的知識の記述を把握するとともに，その系統性を明ら



3 

 

かにする。 

  ②「論理」の読解方略における条件的知識の学習過程の理論モデルを構築する。 

  ③構築したモデルを記述理論として用い，現実的な読み手が条件的知識を学習する過程を解明する。 

  ④条件的知識の学習を促進する説明的文章の読解方略指導の方法を，特に学習指導過程の観点から

提案し，その有効性を実証する。 

  ⑤読解方略指導が本格化する小学校高学年から中学校段階を対象に据え，条件的知識の観点を含ん

だ形での読解方略指導のカリキュラムを構築する。 

 ここに示すように，本研究では，「論理」の読解方略における条件的知識の記述と系統性を検討したう

えで，その学習過程を理論と実践の両面から解明し，それを基盤として指導の問題を実証的に探究する。

最終的には，それらの知見をカリキュラム構築へ集約させることを目的とする。 

 

(2)研究の方法 

 本研究では，米国の文章理解研究をもとに方略概念を規定したうえで，いくつかの方法を複合的に用

いながら上記の課題を解決する。一つ目は，発達に関する理論研究と，教材分析を通した解釈学的方法と

を組み合わせることによる条件的知識の記述の把握と系統化である。二つ目は，方略学習に関する理論

研究と授業観察とを組み合わせることによる条件的知識の学習過程の解明である。三つ目は，方略の指

導法に関する理論研究と実験授業を通した仮説の検証を通した指導法の提案と実証である。以上の成果

を総合して，カリキュラムを構築する。 

 これらの方法を各章に位置付け，手順として具体化すると，次のようになる。 

第 1 章では，方略概念を規定したうえで，説明的文章指導研究の理論的検討と，2000 年以降の説明的

文章の読みの授業実践の調査・分析を行い，研究課題を再設定する。 

第 2 章では，①の研究課題に取り組む。まず，各理論的立場から提案されてきた読み方を読解方略と

して捉え直す。そのうえで，検討対象を論証の読解方略へ絞り込む。論証の「方略的読み」で活用される

条件的知識の記述を発達研究も踏まえながら把握したうえで，中学校各学年の説明的文章教材を分析し，

論証の「方略的読み」の系統化を図る。 

第 3 章では，②に取り組む。第 2 章で検討した条件的知識の記述や系統性を踏まえ，自己調整学習理

論を読解方略における条件的知識の学習モデルとして捉え直す。このことを通して，〈説明的文章の読解

方略の自己調整学習モデル〉を構築する。 

第 4 章では，③の研究課題に取り組む。読解方略指導が本格化する小学校高学年から中学校にかけて

授業観察を行い，そこで得られた資料を〈説明的文章の読解方略の自己調整学習モデル〉に沿って分析

し，条件的知識の学習過程を解明する。ここでの成果を踏まえて，モデルを再構成する。 

 第 5 章では，再構成したモデルに沿って二つの実験授業を実施し，④の研究課題を解明する。実験授

業Ⅰでは，「類似文脈」と「複数文脈」という二種類の「文脈」を配列した指導法を提案し，有効性を検

証する。実験授業Ⅱでは，実験授業Ⅰの成果と課題を踏まえ，学習指導過程へと指導法を発展させる。 

 第 6 章では，前章までの成果を集約しながら⑤の研究課題に取り組む。「計画としてのカリキュラム」

の側面を指導内容編成論と指導方法論が，「学びの履歴としてのカリキュラム」の側面を学習過程論が担

う。両者の「総体」としての具体的なカリキュラム構築を目指す。 
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3.各章の概要 
第 1 章 読解方略指導の観点から見た説明的文章指導研究と授業実践の成果と課題 

本章第 1 節では，本研究における読解方略の概念規定を行った。第 2 節では，指導内容となる読解方

略の具体，方略の学習と指導，カリキュラムという三つの観点を設定し，1980 年代以降の説明的文章指

導研究の成果と課題を検討した。第 3 節では，教育雑誌から特定の理論的立場には依拠しない授業実践

を，1990 年 4 月から 2014 年 3 月にかけて 514 例収集した。各年代の授業実践を指導目標，学年段階，

方略の階梯的性質の観点から分析し，2000 年以降の授業実践の成果と課題を検討した。 

以上を踏まえ，第 4 節で，先にも述べた 5 点の研究課題を再設定した。 

 

第 2 章 中学校説明的文章教材の論証の「方略的読み」の系統性の検討 

 本章では，「論理」の読解方略における条件的知識が，どのような知識として記述されるのかを明らか

にするとともに，「方略的読み」の系統性を検討した。 

第 1 節では，これまで様々な理論的立場から提案されてきた読み方を，①一連の読解過程における位

置づけ，②読みの目的との関係，③方略を構成する読み方相互の連関という三つの観点から検討し，読解

方略として類型的に捉え直した。その結果，「A：読む準備のための方略」「B：実用に供するための方略」

「C：知識獲得のための方略」「D：他人に伝えるための方略」「E：理解し，納得するための方略」「F：

意見を確立するための方略」という類型が得られた。社会的要請，教材配列，発達の問題を総合し，「E」

と「F」を中学校段階で特に指導が求められる方略として位置づけた。これらは論証構造の読み方を中核

とし，そこにレトリックの読み方が組み合わさることによって構成されるものである。 

第 2 節では，歴史や経験の記述に用いられる「物語」概念を援用し，「E」と「F」の方略を「物語」に

よる論証の観点から拡張した。その際，「物語」の説得性に多くを依存した中学校教材を複数分析し，解

釈学的に方略を導出した。 

第 3 節では，米国の文章理解研究の成果をもとに，特定の文種に限らない一般的な文章理解過程にお

ける条件的知識の機能とその記述を検討した。その結果，条件的知識は，読解前局面では「読みの目的と

文種」との関係で，読解中局面では「文章の構造的側面」と「読みの困難」との関係で働くことが見出さ

れた。次に，説明的文章読解の発達研究の知見を踏まえ，論証の「方略的読み」における条件的知識へと

記述を具体化した。 

 ただし，これらの記述は網羅的なものである。そこで第 4 節では中学校各学年の教材を分析し，「方略

的読み」の系統化を試みた。教材分析の結果，各学年の教材の共通性と差異性に応じた系統性が見出され

た。中でも，階層的な論証構造を読解するための方略の「統合」は，中学校段階で繰り返し指導が求めら

れる中心的な「方略的読み」と考えられた。 

 

第 3 章 〈説明的文章の読解方略の自己調整学習モデル〉の構築 

本章では，自己調整学習理論を読解方略における条件的知識の学習の観点から捉え直し，〈説明的文章

の読解方略の自己調整学習モデル〉を仮説的に構築した。 

第 1 節では，条件的知識の学習過程を詳細に説明できる理論として自己調整学習理論に着目し，情報

処理理論と社会的認知理論にもとづく自己調整学習モデルをそれぞれに取り上げて検討した。その結果，

後者のモデルは自己調整学習過程を「計画」「遂行／意志的制御」「内省」の三つの段階から成るサイクル
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と見なしており，「内省」段階における「適応」の局面で条件的知識が学習されると想定されていた。ま

た，この立場のモデルは，それを枠組みとした方略指導が実施されるなど，現実的な教室への適応可能性

を持つモデルとして位置づけることができた。 

 ただし，そうした意義が見出される一方で，読解方略における条件的知識の学習モデルとして適用す

るに当たっては，自己調整学習過程の各段階で課題が見出された。「計画」段階における「読みの目的」

と「理解目標」との関係，「遂行／意志的制御」段階における「文章の構造的側面」の位置づけ，「自己内

省」段階における「適応」を引き起こす要因である。第 2 節では，これらの観点に即応して社会的認知理

論の自己調整学習モデルを捉え直し，〈説明的文章の読解方略の自己調整学習モデル〉を構築した。 

 

第 4 章 条件的知識の学習過程の解明―授業観察を通して― 

本章では，小学校高学年と中学校の授業観察で得られた資料をそれぞれに分析し，条件的知識の学習過

程を解明した。 

第 1 節では分析の観点を設定した。ここで設定した観点は，①「適応」の具体的過程の解明，②条件的

知識の学習を促進する協同的過程の特徴の検討，③各学年段階で学習可能な条件的知識の水準の特定，

の三点である。また，本章で実施した授業観察が，当該学級や学年の学習履歴を踏まえての観察であるこ

とから，カリキュラムへの示唆を得ることも目的として設定した。 

 第 2 節では，小学校高学年の授業観察で得られた資料を分析し，当該の学年段階で学習可能な条件的

知識の水準を特定するとともに，カリキュラムへの示唆を得た。分析の結果，観察対象とした授業実践で

は，「個々の方略を意識化させる段階」から「方略の『選択』『統合』に習熟させる段階」，「意見形成を目

的とした指導の文脈の中で，方略を『選択』『統合』させる段階」へというマクロな指導の段階性が設定

されていた。こうした段階性は，実際に条件的知識の水準を深めさせ得るものであった。 

 第 3 節では，中学校の授業観察で得られた資料を分析し，条件的知識の学習過程と，それを促進する

協同的過程の特徴を解明した。分析の結果，そこで見られた協同的過程は自己調整学習過程に大きく一

致しており，条件的知識の学習を促進させるものであった。それは，次の四局面から構成される過程とし

て特徴づけられた。(a)協同的な課題分析を通して既有の方略が計画，活用される局面，(b)既有の方略で

は解決できない学習課題が設定され，「読みの困難」と「方略帰属」が生じさせられる局面，(c)「読みの

困難」が明確化され，それと結びつける形で宣言的知識が説明される局面，(d)手続き的知識を言語化し

たものが説明され，「読みの困難」が解消される局面である。 

以上の協同的過程の中で条件的知識は学習されていく。その学習過程には二通りのものが見られた。双

方に共通していたのは，「読みの困難」と「方略帰属」が条件的知識の学習の契機になることである。そ

の後の過程は次の二通りである。一つには，「読みの困難」と宣言的知識とが結合し，困難の解消が予期

されたときに，条件的知識も学習されるという過程である。いま一つは，「読みの困難」と手続き的知識

とが結合し，困難が解消されたときに学習されるという過程である。 

第 4 節では以上の成果を反映させ，〈説明的文章の読解方略の自己調整学習モデル〉を再構成した。 

 

第 5 章 条件的知識の学習を促進する指導法の検証―実験授業を通して― 

 本章では，〈説明的文章の読解方略の自己調整学習モデル(再構成版)〉に沿って条件的知識の学習を促

進する指導法を構想し，二つの実験授業を通して段階的な検証を行った。 
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 第 1 節では，中学校段階で中心的に指導が求められる条件的知識は，階層的な論証構造を読解するた

めに方略を「統合」する条件的知識であることを再確認するとともに，その学習困難性を指摘した。 

第 2 節の実験授業Ⅰでは，「類似文脈」と「複数文脈」とから成る〈二種類の「文脈」の配列〉の有効

性を検証した。これは「自己内省」段階に焦点化し，「読みの困難」と「方略帰属」を意図的に引き起こ

すために設計したものである。「類似文脈」とは「既習教材と主教材とが共通の論証を備えており，既

有の方略を『選択』することで『理解目標』に到達できる学習同士の関係」を，「複数文脈」とは「既

習教材の論証が主教材では部分に埋め込まれており，複数の方略を『統合』しなければ『理解目標』

に到達できない学習同士の関係」を指す。この仮説を検証するために実施した実験授業で得られた資料

を分析した結果，〈二種類の「文脈」の配列〉は「読みの困難」と「方略帰属」を引き起こし，条件的知

識の学習を促進する指導法であることが実証された。 

 他方の課題として，方略の「統合」に至らない学習者が散見され，「自己内省」段階のみに焦点を当て

た指導では条件的知識は十全には学習されないことが示された。また，実験授業Ⅰは必ずしも論証の「方

略的読み」に焦点を当てていない。さらなる実験授業が求められた。 

 第 3 節の実験授業Ⅱでは実験授業Ⅰの課題に対応して，次の二点を発展させた。一つは，条件的知識

の学習を階層的な論証読解の水準へ引き上げることである。いま一つは，指導過程へと仮説を拡張する

ことである。指導過程を構想するに際して，学習課題に対してどの方略を活用すれば良いかを協同で分

析させる〈協同的な課題分析〉を単元の導入段階で，方略の「選択」「統合」とその「成果」との因果関

係を事後的に認知させる〈協同的な省察〉を単元の終末段階で取り入れることが，条件的知識の学習に有

効であることが仮説として見いだされた。これを実験授業Ⅰの成果と総合し，〈自己調整学習過程を反映

した指導過程モデル〉として提案した。 

 以上のモデルに沿って，階層的な論証構造を備えた中学二年生教材を主教材とした実験授業を構想・

実施した。そこで得られた資料を分析した結果，〈自己調整学習過程を反映した指導過程モデル〉は条件

的知識の学習を促進させるものであった。また，そこで学習された条件的知識は他の文章を読む際にも

機能し，方略の転移性を保証し得るものであった。 

 第 4 節では実験授業で見られた学習過程と協同的過程を踏まえ，指導過程モデルを再構成した。 

 

第 6 章 読解方略指導のカリキュラムの構築―小学校高学年から中学校段階を対象に― 

 本章では，これまでの成果を踏まえ，条件的知識に着目した読解方略指導のカリキュラムを構築した。 

 第 1 節では，授業観察と実験授業から得られた資料を，各学年段階の指導内容，指導の段階性，指導段

階に応じた指導方法という三つの観点から再検討し，カリキュラム構築への示唆を得た。  

 そこで得られた示唆を踏まえ，さらには前章までの研究成果も集約させながら，第 2 節でカリキュラ

ムを構築した。次頁表 1のものである。 

横軸には，読解方略の類型，教材の構造，指導内容となる条件的知識，指導方法の原理を位置づけた。

これは，指導を構想する際の手順に沿ったものである。指導内容を特定するためには，読解方略の類型を

把握したうえで教材の構造を分析する必要がある。どの方略を「選択」「統合」させれば良いのかが明確

になり，指導内容となる条件的知識が具体化されるからである。 

縦軸には，指導間の巨視的，微視的な段階性を位置づけた。小学校高学年ではレトリックの読解方略

が，中学校では論証の読解方略が指導内容となる。それらは，指導の段階が「方略の『選択』『統合』に



7 

 

習熟させる段階」から「意見形成を目的とした指導の文脈の中で，方略を『選択』『統合』させる段階」

へと達するにしたがって，それぞれ「E」から「F」の方略へ移行する。 

 

【表 1】条件的知識に着目した読解方略指導のカリキュラム試案 

学年 

段階 
読解方略の類型 教材の構造 

指導内容となる 

条件的知識 
指導方法の原理 

小学校 

高学年 

 

 

Ｅ：理解し，納得するための方略 

(レトリックの読解が中心) 

↓ 

Ｆ：意見を確立するための方略 

(レトリックの読解が中心) 

事柄の配列のレトリックを 

複数含む入れ子構造 

レトリックの読解方略の「選択」 「類似文脈」の配列 

レトリックの読解方略同士の「統合」 

〈筆者の意図の推論的理解を目的として〉 

↓ 

〈教材に対する意見の形成を目的として〉 

↓ 

〈社会に対する意見の形成を目的として〉 

〈二種類の「文脈」の配列〉 

〈自己調整学習過程を反映した指導過程〉 

中学校 

1 年生 

 

Ｅ：理解し，納得するための方略 

(論証構造の読解が中心) 

 

 

↓ 

 

 

Ｆ：意見を確立するための方略 

(論証構造の読解が中心) 

事実主張の論証 

「論拠」への着目を契機とした論証の読解方略の意識化 

(レトリックの読解から論証の読解への移行) 

・論証を把握する指標としてのレトリックへ

の着目 

・レトリックと論証の説得性の違いの区別 

論証の読解方略の「選択」 「類似文脈」の配列 

階層的な論証構造 論証の読解方略同士の「統合」 
〈二種類の「文脈」の配列〉 

中学校 

2 年生 
 

文彩と説得定義とを併

用した論証 

論証の理解 

を目的として 

↓ 

論証と文彩，説得的定義との

「統合」 

〈自己調整学習過程を反映した指導過程〉 
中学校 

3 年生 

 教材あるいは具体的問題への意見形成を目的として 

象徴作用を持つ記号を通した論証 
論証読解とイデオロギー批評との「統合」 

支配的言説を改変するための意見形成を目的として 

特に中学校段階では，「F」の中にも系統性がある。こうした系統性を持つ「方略的読み」を学習させて

いくためには，論証理解に向けて方略を「統合」させる指導を複数くり返すことで習熟を図り，そのうえ

で意見の形成を目的とした指導へと発展させる必要がある。前者の段階では〈二種類の「文脈」の配列〉

も有効性を持つが，後者では〈自己調整学習過程を反映した指導過程モデル〉への拡張が不可欠である。 

以上に示した本カリキュラムは「方略的読み」の系統性，各学年段階における条件的知識の学習水準，

学習モデルを土台にした指導法を集約したものであり，その系統性と指導法は授業実践を通して実証・

修正がなされたものである。その意味で「計画としてのカリキュラム」と「学びの履歴としてのカリキュ

ラム」との「総体」としてのカリキュラムであり，妥当性と実行可能性を併せ持つものと考えられた。 

 

終章 研究の成果と課題 

本章第 1 節では，本研究の成果を研究課題に沿って総括した。第 2 節では，本研究の課題を，研究の

成果から直接的に導き出される課題と，論究の過程で見出された別のテーマに関わる課題との両面から

把握し，それぞれに言及した。 
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